
私たち九州電力は、

地域の安全と安心の確保と

人と多様な生物の共生を

めざした協働事業を推進します

■ 宮崎県北部の二級河川耳川は、川底の

低下による橋脚の不安定化や海岸の侵食

などの長年の問題に加え、近年の大規模

洪水の増加に伴う斜面崩壊の増加やダム

湖底上昇による浸水リスクの高まりなど、

さまざまな問題を抱えている河川です。

■ 現在、国や宮崎県が積極的に推進する

「総合土砂管理」 とは､これらの｢土砂｣に

起因する様々な問題を流域全体で正しく

とらえ､個々の問題のみに着目するのでは

なく､山地からダム､河川､海岸までの流域

全体を視野に入れた上で、土砂の流れを

総合的に管理していくという考え方です。

■ 耳川の河川管理者である宮崎県は､総合

土砂管理計画の策定や計画を、継続的に

評価･改善しながら進めていくための仕組み

として､地域､学識者､行政及びダム設置者

の九州電力による技術検討会を２００８年

に設立しました。

「地域の安全と安心の確保」｢人と多様な

生物の共生」を目指した協働の取組を流域

が一体となり進めています。

■ このような中､九州電力では､柔軟性と

安全性を兼ね備えた合理的なダムの運用

変更を基軸とした行動計画を策定しました

ので､ご説明します。

耳川水系発電所・ダムの概要
■ 宮崎県東臼杵郡椎葉村の三方山から、

諸塚村、美郷町を通って、日向市へと

流れる 二級河川 耳川。

その長さはおよそ 95㎞に及びます。

■ 現在、８つのダムと７つの水力発電

所があり､出力･発電量とも､九州電力の

一般水力の20％以上を担う主要電源と

なっており､今後とも環境にやさしいエ

ネルギーを安定的に地域の皆さまにお

届けしたいと考えています。

九州電力株式会社 耳川水力整備事務所

〒883-8533 宮崎県日向市北町一丁目112番地

TEL（0982）53‐5800

FAX (0982) 53– 5879

http://www.kyuden.co.jp

いい耳川をめざして

宮崎県耳川水系総合土砂管理計画に

おける当社の行動計画

２０１３.０７.０５(作成)
２０１９.０６.１３(改訂)

－１－

みみかわ

※１：2010年度平均可能電力量(1979年～2008年:30か年平均)
※２：( )内は一般水力に占める割合

発電所名 ダム名
最大出力

（万kW）

発電量※1

（百万kWh）

運開年

（年）

ダム高

（m）
主 な 特 徴

①上椎葉 ①上椎葉 9.3 215 1955 110 日本初の本格的アーチダム。ダム湖百選。

② 岩屋戸 ②岩屋戸 5.2 151 1942 58 戦時中に竣工。先行開発の塚原を継承。

③ 塚 原 ③塚 原 6.3 217 1938 87
日本発の近代的機械化施工を採用。

有形文化財（文化省）。近代化産業遺産群（産経省）。

④ 諸 塚

④諸 塚 5.0 88 1961 59 ダム内部に空洞がある「中空重力式」を採用。

⑤宮の元 － － 1961 19
諸塚ダムへの注水用ダム。

日本で2番目に小さいアーチダム

⑤ 山須原 ⑥山須原 4.1 106 1932 29 耳川で2番目に造られたダム。別名「鳥の巣えん堤」。

⑥ 西 郷 ⑦西 郷 2.7 81 1929 20 耳川に水力開発の先駆けとして最初に造られたダム。

⑦ 大内原 ⑧大内原 1.6 51 1956 26 最下流に位置。九州で最初のダム式発電所。

計
34.3

（27%）※2

909

（21%）※2
－ －

各ダムの写真は配布中のダムカード



のもと、流域一体となった協働の取組を進めている

ところです。

■ 耳川水系総合土砂管理における協働の体制

■ 協働の管理サイクル

耳川をいい川にする

～ 森林とダムと川と海のつながり ～

■ 大自然の懐から、たゆみなく流れくる耳川は、

古くから地域の歴史を刻み文化を育んできました。

私たちに様々な恩恵をもたらしてくれる 耳川。

■ 今、この耳川を、さらに「いい川」にしようと

山地からダム､河川､そして 海域までにわたる

地域・社会の皆さまが、総合土砂管理の共通目標

過去最大の浸水被害を記録した

2005年台風14号の脅威

地域・社会の皆さまとの協働

－２－

森林保全による
土砂流出の抑制

流出土砂の調整
および抑制

適切な森林管理による
山間・渓流環境の再生

ダムによる土砂移動の
不連続性の軽減・解消

治水安全度の確保

流木の発生および
流出の抑制

自然の状態で
土砂流下

河道の
治水安全度の確保

適切な河床管理による
川の機能の再生

砂浜の回復・安全

治水安全度の確保
港湾施設の機能維持

■ 2005年 9月、台風14号が日本を襲い、

宮崎県をはじめ日本各地に大規模な被害

を与えました。

■ 耳川でもダムを設計した当時想定していた

最大規模の水量を超えてしまうほどの雨量

を記録しました。

■ 浸水被害は過去最大で、特に山須原ダム

貯水池上流の諸塚商店街付近は、甚大な

被害となりました。

■ そして西郷、山須原、塚原、上椎葉の４つ

の発電所も浸水し、発電不能となりました。

■ また大小約500か所の山の斜面が崩壊し、

河川やダム貯水池に大量の土砂や倒木が

流れ込んだことも水害を大きくすることに

つながりました。

「いい耳川」をめざした

地域・社会の皆さまとの協働

事業者

行政機関
九州電力

ほか

・ 関係市町村 首長
（日向、美郷、諸塚、椎葉）

・ 宮崎大学
・ 地域住民代表
・ 漁業協同組合
・ 森林組合

・ 地域住民代表
・ 漁業協同組合
・ 森林組合

評価
改善

ダム河道･山地
ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

耳川水系総合土砂管理に関する
評価・改善委員会

（宮崎県主催）

河口･海岸
ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

意見
交換

耳川水系 総合土砂管理計画の

基本的な考え方

耳川水系総合土砂管理計画（基本的な考え方）2005年台風14号の概要

Ｐ
計画立案

Ｄ
対策実施

Ａ
評価改善

Ｃ
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

協 働

も り

適切な河床材料管理による
多様なハビタットの保全

－３－ －４－

■ 基本理念

関係者との連携による総合的な土砂管理を

推 進 し 、 地 域 の 安 全 と 安 心 の 確 保 、 及 び

人と多様な生物が共生できる耳川を再生する

■ 各領域が目指す方向

（山地領域）

森林保全や治山・砂防の推進により、土砂・

流木の流出抑制をめざす

（ダム領域）

土砂移動の連続性を回復させ、ダムの適切な

運用・管理により川の機能の再生をめざす

(河道領域)

適切な河川管理により、安全安心と生物多様性

を実現し、人と川が親しめるよう川の機能の再生

をめざす

（河口・海岸領域）

水系一貫した土砂の適正管理による持続可能な

河口・海岸の保全をめざす

■ 耳川水系のあるべき姿のイメージ

o 2005年14号台風による記録的な大規模降雨に伴い、斜面崩壊（491か所）や浸水災害
（浸水家屋424戸）が、流域の広範囲で発生

o 斜面崩壊により椎葉村で3名が死亡、被害額は過去最大（宮崎県全体で1,300億円）



g

九州電力の行動計画の概要（１）

－５－ －６－ －７－

■ ダムを改造した後、通砂運用に移行する際は、

河川の安全や急激な河川環境の変化への十分

な配慮が必要です。

■ そこで、山須原ダム貯水池上流部の諸塚商店

街付近に堆積している土砂、および改造する

山須原ダム・西郷ダムの直上流部に堆積して

いる土砂を、事前に取り除いたり、河川の安全、

環境の保全上問題のない貯水池内に移動させる

などの対策を行います。

■ また、取り除いた土砂

の中に多く含まれている

大きくて粗い土砂を有効

利用し、大内原ダムから

石峠レイクランド付近に

かけて広く堆積している

粒径の細かい土砂の上に覆うことで、ダム通砂

開始初期に想定される濁水発生を抑制します。

大内原ダム貯水池（ダム～石峠橋区間）対策イメージ

軽量のもので洗掘対策

最低水位 EL=48.5m
常時満水位 EL=50.0m

通砂運用水位 EL=41.5m

袋詰玉石

根固め

崖錐堆積物及び盛土 岩盤

国道327号線

既設ラジアルゲート８門のうち、中央２門を撤去後、

越流天端を約９m切り下げて、ラジアルゲート１門を設置

〔山須原ダム〕

【現状】

【ダム改造後（イメージ）】

〔西郷ダム〕

【現状】

既設ローラーゲート８門のうち、中央４門を撤去後、

越流天端を約４m切り下げて、ローラーゲート２門を設置

ダムで遮断されてきた河川本来の土砂の流れを取り戻します

ダム通砂運用（台風時に実施）
■ 台風など大規模出水が予想される場合に、

事前にダムの水位を下げ、本来の川の状態に

近づけることで、上流から流れ込む土砂を

下流に流せるようになります。

これを 「ダム通砂運用」 といいます。

■ 解析や模型実験によるシミュレーションの

結果、ダム通砂運用により、 砂や小石などの

粗い土砂が、河川本来の流れのように河川や

河口沿岸域に供給されると考えられます。

■ また、ダム上流域では洪水時の急激な川底

上昇に伴う浸水リスクの軽減が図れるとともに､

下流河川や沿岸域では､川底低下や海岸侵食

の抑制､河原の洗浄効果の促進等による生態

系を含む水域環境の健全化が期待されます｡

■ ダム通砂運用は、浸水リスクが比較的大きい

下流3ダム(山須原､西郷､大内原)で実施します｡

■ 山須原ダム及び 西郷ダムの現在の構造では洪水時

に思うように土砂を通過させることができません。

■ そこで、既存のダムの高さを構造的に問題ない範囲

で部分的に切り下げる改造工事を行います。

■ なお、大内原ダムは、ダム貯水位の低下が現在の

設備で可能であり、そのまま通砂運用ができるため、

ダムの改造は行いません。

ダム改造計画 貯水池内の土砂の移動計画

■ 通砂運用時には川の流れが今よりも速くなるので、河岸

が壊れないように補強します。

貯水池内護岸補強計画
[通砂運用（目指すべき姿のイメージ）]

ａ．ダム改造（貯水位の低下）

ｂ．土砂移動（治水効果の早期発揮＋環境対策）

全門開放

（ﾌﾘｰﾌﾛｰ）

[現在のダム操作におけるダム堆砂のプロセス（イメージ）]

河川の安全 環境の保全

水の利用

つう さ

ふくさ

これを 「覆砂」 といいます。

13万㎥

A 万㎥

B 万㎥ C 万㎥

湖外
搬出

貯水池内
移動

宅地嵩上げ
に利用

1万㎥

有 効 利 用

覆砂

湖外
搬出

湖外
搬出

貯水池内
移動

ｼﾙﾄ質土砂
の堆積

〔条件1〕
治水効果の
早期発揮

〔条件2〕
ダム通砂運用開始初期の

既存堆砂の流出抑制
（局所的洗掘への対応）

〔条件3〕
ﾀﾞﾑ通砂運用開始初期の

既存堆砂の流出抑制
（シルト質土砂の巻上げ対応）

その他の有効利用
土捨場処理

西郷
ダム

山須原
ダム

大内原
ダム

山須原ダム
直上流部

西郷ダム
直上流部

石峠レイクランド
～大内原ダム間

： 考えられる土砂移動のルート

諸塚中心部

※土砂量は平成21年度末断面

【ダム改造後】



耳川水系総合土砂管理 九州電力行動計画の全体概要図
（流域一体となった協働事業）

皆さまの質問にお答えします

2007～2010年度 地元説明、環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ(2011年以降も継続)

2011年度～ ダム改造工事 着工

ダム改造工事実施中の主な取り組み

・工事中における水系運用制限､環境対策

・貯水池内土砂移動､貯水池周辺安全確保

・具体的な通砂運用ルールの構築

・流域連携、地元個別協議（継続） 等

2017年度 下流２ダム（西郷ダム、大内原ダム）通砂運用開始

2021年度 下流３ダム（山須原ダム、西郷ダム、大内原ダム）

通砂運用開始予定

スケジュール環境モニタリング計画

斜面対策
(実施済)

Ｑ１ 通砂運用はいつ行うのですか？

Ａ１ 台風による大規模出水が予想される際に行い

ます。

具体的な運用は流域のみなさまのご意見や、

河川管理者の指導のもと、河川の安全、環境の

保全､水の利用に配慮しながら決めていきます。

■ ダム通砂運用により､これまで流れにく
かった砂や小石が、本来の河川に近い形
で流れることになります。

■ このような環境変化の定期的な把握の
ため､宮崎県と協力しながら､環境モニタ
リング調査を行っています。(水質､河床
材料、魚類、植物など）

九州電力の行動計画の概要（２）

－８－ －９－ －10－

■ 環境モニタリングは､
今後も継続し、通砂
運用や土砂移動など
に順応的に反映させ
ていきます。

Ｑ２ ダム通砂運用により､流木はどのように流れるの

でしょうか？

Ａ２ 平常時にダムに溜っている流木は、これまでど

おり引上げ、処分しますが、ダム通砂運用を行う

台風出水では、ダムにとどまりやすかった流木が

ダムの下流に流れやすくなります。

このため、流木の発生源を抑える有効な対策に

ついて､今後とも行政や地域の方々と協議を重ねて

いきたいと考えております。

また、ダム通砂運用中は現運用よりダム水位が

低いため､洪水時にダムゲートに流木があたったり

詰まったりする危険が減り､河川の安全性の向上に

つながります。

Ｑ３ 台風や地震に対する、古いダムの安全性は

大丈夫でしょうか？

Ａ３ 国の基準や最新の知見を踏まえた評価の結果、

ダムの安全性が十分確保されていることを確認

しております。

今後とも新たな知見を踏まえ、適切に対応して

いく考えです。

Ｑ４ 上流ダムの対策はしないのですか？

Ａ４ ダムの特性や下流３ダムの取組みの評価・検証

を踏まえ、検討していきます。

耳川水系総合土砂管理 イメージキャラクター Fairy Mimi


